
 

 

  

 

 

 

学校経営から学ぶ 
本校の素晴らしい点は、育成を目指す資質・能力の３

本柱をもとにチームをつくり、それぞれの重点目標につ

いて、各チームを中心に細かく分析を行い改善点や留意

点を明確にしていることです。このようにチームの縦軸

と学年部の横軸が絡み合うことで、協働的な実践

がおこなわれつつあります。 

今後、３つの柱を貫くような教科横断的な視点

に立った資質・能力を学校全体で考えていくよう

なので、全職員で確認した「仲間づくり」を推進す

るために生徒達にどのような資質・能力を育成す

れば良いかという視点で検討されてみてはいかが

でしょうか。その際は、これまでの学力調査やアン

ケート等の客観的なデーターや、学習指導要領の

「総則」等を参考に協議されると良いと思います。 

また、生徒達にも、「仲間づくり」のために日々の授業や学校生活において意識することを話

し合い、実行、改善を繰り返し、成長を実感させてみてはいかがでしょうか。また、教職員の目

標とリンクさせることで、生徒と共に創る授業につながると思いました。 

※参考資料「中学校学習指導要領解説 総則編 pp.48-54 ２教科等横断的な視点に立った資質・能力(例：ア：言語能力)」   

授業から学ぶ 

２年国語では、テンポ良くみんなが揃って音読

ができていました。校長先生が助言をした生徒は

次第に声も大きくなり、個に応じた助言の在り方

を学びました。２年英語でのプレゼンのレベルは

英語の内容だけでなくビジュアルも素晴らしいも

のでした。ＩＣＴの効果的な活用を学びました。ひ

かり学級では友達の意見について皆が反応する姿

から温かさを感じました。１年生数学の学び合い

や３年生保健の授業では、友達が発言した意見を否定せずに受け入れる姿が印象的でした。 

今後は、指導案の「振り返り」においては、教師が願う具体的なゴールの姿を「生徒を主語」

にしてより具体的に表現してみてはいかがでしょうか（教科によっては複数）。そして、互見授

業等で教師が考えた「振り返り」と生徒が実際に書いたものとの違いから学んだり、「めあて」

との連動、評価規準との整合性について協議したりすることで、授業改善がより推進されると思

いました。 
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